
令和６年度 生徒指導関連の取組年間計画 （例）中学校 2024.3.11版

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月

１年

◎いじめ防止教育（道

徳）

保護者向け相談窓口

リーフレット配付

◎SNSトラブル予防教育

※NIT情報技術推進ネッ

トワーク等外部連携

※小４～中３まで系統立

てた実施を目標に

◎SNSトラブル予防保護

者向け講演

◎自殺予防教育～早期の

問題認識（心の健康・危

機理解）～

◎生命の教育

（性教育）

２年

◎いじめ防止教育（道

徳）

保護者向け相談窓口

リーフレット配付

◎SNSトラブル予防教育

※NIT情報技術推進ネッ

トワーク等外部連携

※小４～中３まで系統立

てた実施を目標に

◎SNSトラブル予防保護

者向け講演

◎自殺予防教育～SOSの

出し方・受け取り方（相

談する力・受け取る力）

～

スクールロイヤーによる

いじめ予防授業（全クラ

ス）

◎生命の教育

（性教育）

３年

◎いじめ防止教育（道

徳） ◎自殺予防教育～危機対

応（実践ロールプレイ）

～

保護者向け相談窓口

リーフレット配付

◎SNSトラブル予防教育

※NIT情報技術推進ネッ

トワーク等外部連携

※小４～中３まで系統立

てた実施を目標に

◎SNSトラブル予防保護

者向け講演

◎生命の教育

（性教育）

◎スクリーニング会議

（SC,SSWと連携）

集団作り集中実践

（学級開き）

「令和版門真市問題行動

対応チャート」策定・周

門真市こどもオンライン

相談第１期（仮）

集団作り集中実践

（休業明け） 門真市こどもオンライン

相談第２期（仮）

集団作り集中実践

（休業明け） 門真市こどもオンライン

相談第３期（仮）

◎生徒指導関連研修①

～スクリーニングシート

の見方・使い方～

～生徒指導上の危機管理

マニュアル～

◎SOSの受け取り方校内

研修（SCと連携）

※傾聴スキル

◎SNSトラブル予防教職

員研修
◎自殺予防教育教職員

研修（講演会）

※未然防止・予防教育

の充実に向けて

◎生徒指導関連研修②

～スクリーニングにおけ

る専門家との連携につい

て～

～生徒指導上の危機管理

マニュアル～

◎生徒指導関連研修③

～今年度総括・次年度に

向けて～

～生徒指導上の危機管理

マニュアル～

全校いじめ防止校内研修

（統一様式）

◎生徒指導担当加配教員

研修①

◎生徒指導担当加配教員

研修②

◎生徒指導担当加配教員

研修③

Ｒ４

Ｒ５

Ｒ６

 ◎スクリーニングアンケート

 →教育相談

 →スクリーニング会議

 ※いじめアンケート、学校生活アンケート（加配

調書

 ◎スクリーニングアンケート

 →教育相談

 →スクリーニング会議

 ※いじめアンケート、学校生活アンケート（加配

調書

すべての児童生徒の「居場所づくり」（児童生徒が安心できる、自己存在感や充実感を感じられる場を、教職員が提供する【安心安全な学校づくり】）

すべての児童生徒の「絆づくり」（児童生徒が主体的に取り組む活動を通し、自らが「絆」を感じ取り、紡いでいく【場と機会の設定】）

教員

研修

等

自殺予防教育教員研修

（新井肇教授 講演会）

危機介入（管理職＋加配教員・希望教員）

未然防止・予防教育（管理職＋各校教員１名以上）

事後対応（管理職＋各校教員１名以上）

全体

 ◎スクリーニングアンケート

 →教育相談

 （→スクリーニング会議）

 ※いじめアンケート、学校生活アンケート（加配

調書

中学校はピークを２年生にもってくる。

例）グループワークでこれから起こる

人生の危機について考え、どうすれば

それを乗り越えられるか検討、「相談

する」の意見を引き出す

中３は早い段階で実施

※受験期には不安が高まり実施困

１学期は必ず専門家

を

リスクの高い児童生徒について

内に出る→自傷行為、不登校 等

外に出る→問題行動、暴力行為、反社会的行動 等

※外に出る子について見落とさない様にする

下地作りは新たにやるよ

り

今の活動に意味付けして

日々の姿勢との整合性を

もたせられるかがポイン

市から参考文献等は提供

基本的には、各校で内容検討・実施を予

定

学年や担任、SCで授業作りをすることが

担当者には、核となりうる人材の選出

が大切。養教もキーとなる。
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